
2021年度 第 1回西ブロックモイム実施報告  

                         記録：李貞榮/狩野智美 

 

日時：2021年 5月 29（土） 

時間：15:00～17：30（17：00終了予定のところ 30分延長） 

場所：オンライン（Zoom） 

 

参加者： 

具滋姸 / 府立森口東高校  

神農朋子 / 同志社国際中学・高等学校ほか 

박정아 / 고베한국교육원 

洪性薫 / 府立芦間高等学校 

慎賢貞 / ライセンスアカデミー서울支社  

石黒みのり / 都立青梅総合高等学校ほか  

李鉉淑 / 府立箕面東高校 

吉井吏 / 兵庫県立有馬高等学校  

김민제 / 府立長吉高等学校 

鄭一珠  

狩野智美 / 府立成城高校ほか  

任喜久子 / 大阪府立花園高校 

田附和久 / 神田女学園高等学校 

류미선/ ECC 国際外語専門学校  

左美和子 / 大阪府立住吉高校  

川上知美 / 府立今宮工科高等学校（定） 

李貞榮 / 府立桃谷高等学校（定） / 

김양희 / 岡山大学ほか 

김수정 / 大阪府立市岡高等学校ほか 

山下誠 / 神奈川県立岸根高等学校 

計 20名【順不動、敬称略】 

 

 

１．近況報告・連絡 

・守口東高校、花園高校、兵庫県立有馬高校からは、オンラインで韓国の高校

と交流を始めた話が出ました。 

・コロナ休校があって、なかなか授業が進んでいない 

・大学では相手にする人数が４００人を超えている 

・バンタン等、文化コンテンツを使って紹介している 

・クイズレット、カフート等、オンラインを使いながらの授業を取り入れなが

らやっている 等も話が出ました 

 

 

 



【近況報告に関連して】 

出欠確認アンケートで、所属先と勤務形態を選ぶ欄がある。「期限を附さない

常勤講師（外国籍で公立学校教員採用選考試験に合格した外国籍の正式採用教

員）」の欄など、より詳細な項目設定でアンケートの正確性と意義を。 

 

・大阪韓国教育院より、口の部分が透明になっているマスクの提供の申し出が

あった。マスク着用対面授業時に、発音指導に有効。 

 

 

２．観点別評価について 

 どれくらい研究がすすんでいるか？ 

・学校でプロジェクトチームが出来て、研修も今年度にやる予定 

・まだまだ全く聞いていない 

・神奈川では唯一 10年も前から始まっているが、それを５段階評価にどう落

とし込んでいくのか、また研修をする予定 

※2021年秋に「グローバル化に対応した外国語教育推進事業」慶応チームで、

研修・発表を行う予定あり。 

 

３．高校生用韓国語検定の報告（石黒みのり先生）  

  

昨年度行った高校生検定の分析について 

・回答率が高かった項目と、低かった項目について発表 

  全体的に平均点は高い 

聴解問題が正解率高く、筆記問題は低い傾向 

  助詞や疑問詞に対して答える形式の問題は、正解率が低かった 

 

・現在、問題作成で扱っている語彙が３００程度 

  小学校 5～6年の英語の語彙は７００なので、それに合わせる必要がない

にしても、もう少し考えた方がいいか？ 

・昨年試験実施後の教員へのアンケートでは、 

難易度（語彙数？）は今のままでいいか、もう少し増やした方がいいかの 

質問に、今のままで満足しているとの回答が多く、 

数名はもう少し問題を増やしてもいいという回答であった 

・委員会では、語彙数を５００にする案も。少し高度になるので、４００くら

いにだったら増やしてもいいかも知れない。 

【意見】 

・回答数では、「満足している」のほうが、「問題・語彙数を増やしてほ し

い」よりも多いのに語彙数を増やす方向へむかうのか？  

 

・調査書の資格欄にも書けるので、こういう検定を作る意義がある 

・韓国朝鮮語を学んで、どれくらい力がついたか、数値で見れるものが 

あった方がいい 



 

Ｑ：試験問題の作成に韓国ネイティブの人も入っているのか？ 

A: 入っている 

Ｑ：高校生検定というのであれば、高校生が使う語彙ということで研究 

  された語彙なのか 

A: 以前に学校でどのような語彙や文法を使っているかのアンケートが 

 あって、それを元にして作ったものである 

Ｑ：現在、日本人以外の学習生徒も増えていること、また、カタカナでは 

  正確な発音を表しているとは言えない中で、カタカナ表記を問題に使う 

  ことに疑問を感じるが・・・ 

A: 今まで何度も議論を重ねたけれども、文字を読めているかを問う問題とし

てはカタカナ使うしかないと判断している 

 

 

 

４． 韓国語教育実情調査の分析作業について（山下誠先生） 

   

 JAKEHSができるきっかけになった時とこれまでにも 2度、日本における韓国

朝鮮語の授業を行っている学校名や数を国際文化フォーラムが調査してくれた

が、もうデーターも古くなり、朝鮮語教育学会が中心となって、昨年度「2020

年度韓国語教育実情調査」を行った。 

回答率が 27％と低かった。調査が年度末にかかってしまった為と思われる。 

 

国が出している情報からでも、韓国朝鮮語の授業がある学校数の変移はわかる

が、学校名や、やっている内容まではわからない。 

もし、その学校名の一覧とその担当の先生までがわかれば、いろんな研究に幅

を広げられる可能性は大きいが、その情報が上手く集まらなかったのは、 

必要ないからなのか？ 

 

➡ そういうデーターはぜひ必要 

➡ ならばどうやったら集まるのか 

➡ その情報が集まったら、どんな風に活用できるか 

➡ その情報集めを、朝鮮語教育学会の力を借りず、ＪＫＳだけで 

  高校のみの情報を集めてみるという選択肢もある 

➡ 朝鮮語教育学会に、今ある情報をＪＫＳに流すことを許可してもらう 

  ように言って欲しい 

５．小モイム 活動計画検討（活動目標と計画（次回集まる日）） 

 

①教室活動：鄭一珠、川上知美、田附和久、柳美善、金水静、김민제 、石黒

みのり 

②パフォーマンス課題： 김양희  左美和子 李鉉淑 任喜久子 

③発音教育：洪性薫、山下誠、狩野智美、神農朋子 



④オンライン：韓日交流 吉井吏、慎賢貞 

⑤文化教材：박정아、李貞榮 

 

本日は終了が大幅に伸びました。今回、岡山の大学で教えている김양희さんが

初めて参加され、大変興味を持って下さいました(^^♪ 

 

【次回のモイム】 ７月２５日（日）１４：００～１７：００ 

 オンラインの予定（5/29現在オンライン希望が多かった） 

 

 

 

 

 

 


